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平成２９年度第４回清瀬市廃棄物減量等推進審議会（要旨） 

 

日 時：平成３０年１月３０日（火） 午前１０時～ 

場 所：清瀬市役所４Ｆ 第２委員会室 

 

出席委員 石井会長、尾﨑副会長、恩田委員、金子委員、加藤委員、関委員、濱野委員、大槻委員、

有戸委員、林委員、小畑委員 

（１１名） 

欠席委員 水口委員、小糸委員、阿久津委員、織田委員（４名） 

 

会議次第 

1. 開  会 

2. 市長諮問 

3. 議  題 

(1) 会議録（要旨）について 

(2) 平成 30年の清瀬市廃棄物減量等推進審議会開催予定について 

(3) 多摩地域の廃棄物・資源物収集状況と現状について 

(4) その他 

4. 閉  会 

 

配布資料 

 平成 29年度第 3回清瀬市廃棄物減量等推進審議会（会議録） 

 多摩地域ごみ実態調査（平成 28年度統計）より一部抜粋 49頁から 50頁 

 清瀬市における収集・運搬体制の現状について 

 清瀬市の現状の収集における課題（抜粋） 

 清瀬市廃棄物減量等推進審議会意見用紙 

 

審議経過 

１ 開会 

 

２ 市長諮問 

市長より清瀬市における廃棄物収集体系に関しての諮問を行う。 

 

３ 議題 

(1) 会議録（要旨）について 

【事務局】 

配布資料『平成２９年度第３回清瀬市廃棄物減量等推進審議会（要旨）』について説明。

意見は平成３０年２月１３日までに意見用紙にて提出していただくよう依頼。 



第５回清瀬市廃棄物減量等推進審議会資料① 

2 

 

 

(2) 平成３０年の清瀬市廃棄物減量等推進審議会開催予定について 

平成２９年度の審議会の開催予定及び平成３０年度の審議会の開催についての今後のスケ

ジュールを説明。市長の諮問にあったように今後は収集体系の見直しについて審議を重ね、平

成３０年度も継続して審議を行う。 

 

(3) 多摩地域の廃棄物・資源物収集状況と現状について 

【事務局】 

多摩地域ごみ実態調査（平成 28 年度統計）を用いながら、多摩２６市等の廃棄物の収集

体系に関して説明。 

 

【事務局】 

資料『清瀬市における収集・運搬体制の現状について』を用いて、清瀬市における現状の

収集・運搬体制について説明。 

 

【事務局】 

資料『清瀬市の現状の収集における課題（抜粋）』を用いて、清瀬市の現行の収集体系に

ついて、市で想定している課題や問題点について説明。机上配布の意見用紙にて委員の考え

る課題等に関して事務局まで提出を依頼。 

 

【委員長】 

ただいま、多摩地域の廃棄物の処理状況等について事務局より説明がありました。何かご

質問等のある方はいらっしゃいますか。 

 

【委員】 

清瀬市の収集体系の現状について、粗大ごみの部分だけ収集箇所数の記載がありませんが

これはどういうことでしょうか。 

 

【事務局】 

粗大ごみについては、お電話にて収集の申し込みを頂き、それぞれのご家庭の指定の場所

まで収集に行く体制をとっており、いわゆる戸別収集に近い形をとっております。それぞれ

の場所に取りに行くという観点から、具体的な箇所数の表記はしておりません。 

 

【委員】 

資料によるとほとんどの自治体において戸別収集を導入しているように見受けられます

が、ここでいう戸別収集とは、集合住宅も戸別収集を行っているということでしょうか。い

くつかの自治体においては、戸別収集及びステーション収集という形で併記されていること

から、戸別収集のみの記載としている自治体について疑問に思ったのですが。 
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【事務局】 

基本的にここでいう戸別収集とは、建物単位での収集を示しています。つまり、集合住宅

では個々のお宅を訪問するのではなく、集合住宅のごみ置き場まで取りに行く、というイメ

ージです。ここで、ステーション方式と併記されている戸別収集の自治体については、可燃・

不燃ごみ等は、戸別収集するが、例えば資源物はステーション方式を採用しているような自

治体であると推測されます。ただし各自治体によって、主な収集形態という形で、回答して

いる場合もあると思われますので、一概に戸別収集のみで記載しているからといって、すべ

ての品目において戸別収集であるかどうかはこの表から判断することはできません。 

 

【委員】 

この調査結果等を拝見しますと、ほとんどの自治体において戸別収集を導入しており、今

後は清瀬市でも戸別収集を視野に入れているということでよろしいのでしょうか。 

 

【委員長】 

それについては、この審議会において、十分に議論して方向性を決めていきたいと思って

います。 

 

【委員長】 

今回の審議会より新たな大きなテーマについて審議することになります。委員の皆様の力

をお借りしながら今後も意義のある審議を行っていきたいと思います。先ほど事務局より説

明がありましたようにこれまで基本計画の策定なども携わってきた委員の皆様から現状の

収集体系に関して忌憚のないご意見をいただけたらと思います。 

それではこれにて第４回審議会はこれにて終了といたします。ありがとうございました。

次回の審議会は、３月中の開催を予定していますので、よろしくお願いいたします。 

 

 


